




 

先天性代謝異常症のマス・スクリーニングが昭和 52 年度より全国的に実施され,その実施

率も昭和56年には約97%となり,フェニールケトン尿症の追跡調査も行われているが,早期

発見早期治療が進むにつれて,正常に発育する症例が多くなりその女性が成人となり妊娠

する今後の適切な管理の必要性が脂適され始めた。 


